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東
芝
は
１０
日
、
監
査
法
人

の
限
定
付
き
適
正
を
得
た
有

価
証
券
報
告
書

（有
報
）
を

雅
期
釣
李
他
的
山
膏
峰
蝉
騨

一

維
持
に
向
け
た
次
の
焦
点
は

債
務
超
過
の
解
消
に
移
る
。

半
導
体
事
業
の
売
却
交
渉
に

つ
い
て
綱
川
智
社
長
は

「
最

善
を
尽
く
す
」
と
し
て
い
る

が
、
提
携
先
に
よ
る
売
却
差

し
止
め
訴
訟
な
ど
が
壁
に
な

り
、
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
が
迫

却 っ
旅
的
睡
知
弾
樺
跡
華
韓
晦

備
え
た
資
本
増
強
な
ど
代
書

案
も

現
実
味
を
帯
び

て
き

た
。
（関
連
記
事
３
、
‐３
面
に
）

会
計
監
査
を
担
当
す
る
Ｐ

ｗ
Ｃ
あ
ら
た
監
査
法
人
は
数

力
月
に
及
ぶ
協
議
の
末
、
１７

売却 意でも法の壁

撤回 ら音FF]_上場も

合

な

状
態
が
続
く
。

東
芝
は
１７
年
３
月
期
末
に

５
５
２
９
億
円
だ

っ
た
債
務

超
過
を
１８
年
３
月
末
ま
で
に

解
消
で
き
な
い
と
上
場
廃
止

と
な
る
。
こ
の
た
め
３
月
末

ま
で
に
売
却
を
完
了
さ
せ
、

経
営
再
建
の
道
筋
を
付
け
る

考
え
だ
。

た
だ
、
売
却
交
渉
で
合
意

し
た
場
合
も
課
題
は
残
る
。

最
大
の
障
壁
と
な

っ
て
い
る

の
が
売
却
差
し
止
め
を
求
め

た
Ｗ
Ｄ
と
の
訴
訟
問
題
だ
。

来
年
３
月
ま
で
に
国
際
仲
裁

裁
判
所
で
差
し
止
め
の
仮
処

分
が
出
た
場
合
、
東
芝
は
事

業
売
却
を
完
了
で
き
な
い
リ

ス
ク
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
売
却
決
定
後
に

控
え
る
中
国
な
ど
各
国
の
独

占
禁
止
法
の
審
査
に
は
９
カ

月
程
度
か
か
る
と
さ
れ
る
。

‐８
年
３
月
末
ま
で
残
さ
れ
た

時
間
は
８
カ
月
を
切

っ
た
。

無
事
に
売
却
合
意
に
こ
ぎ
着

け
た
と
し
て
も
、
期
限
内
に

独
禁
法
審
査
を
通
過
し
な
け

れ
ば
売
却
は
完
了
し
な
い
。

売
却
実
現
の
可
能
性
に
つ
い

て
綱
川
社
長
は

「
容
易
で
は

な
い
」
と
述
べ
た
。

い
ず
れ
の
交
渉
も
決
裂
し

売
却

で
き
な

く
な

っ
た
場

年
３
月
期
決
算
に

「
限
定
付

き
適
正
」
の
意
見
を

つ
け
た
。

監
査
意
見
が
内
容
が
正
し
く

な
い
こ
と
を
示
す
「
不
適
正
」

だ

っ
た
場
合
、
東
京
証
券
取

引
所
の
審
査
で
上
場
廃
止
の

可
能
性
が
あ

っ
た
が
、
ひ
と

ま
ず
回
避
し
た
格
好
だ
。

次
の
焦
点
は
半
導
体
メ
モ

リ
ー
事
業
の
売
却
を
実
現
し

債
務
超
過
を
解
消
で
き
る
か

ど
う
か
に
移
る
。
綱
川
社
長

は
同
日
の
会
見
で
産
業
革
新

機
構
を
核
と
す
る

「
日
米
韓

連
合
」
、
協
業
先
の
ウ
エ
ス

タ
シ
デ
ジ
タ
ル

（
Ｗ
Ｄ
）
の

陣
営
、
台
湾
の
鴻
海

（ホ
ン

ハ
イ
）
精
密
工
業
の
３
陣
営

と
交
渉
を
続
け
て
い
る
と
説

明
し
た
が
、
い
ず
れ
も
膠
着

合
、
新
た
な
財
務
改
善
策
が

必
要
に
な
る
。
上
場
廃
止
を

避
け
ら
れ
る
シ
ナ
リ
オ
と
し

て
は
、
東
芝
本
体
の
資
本
増

一強
策
が
浮
上
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
た
だ
、
資
金
の
出
し

一手
が
見
つ
か
る
か
ど
う
か
は

一不
透
明
だ
。

一　
東
芝
で
は
売
却
の
代
替
案

．と
し
て
メ
モ
リ
ー
部
門
の
新

一規
株
式
公
開

（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
も

視
野
に
入
れ
て
い
る
も
よ
う

だ
。
た
だ
し
、
上
場
準
備
に

１
～
３
年
の
時
間
を
要
す
る

と
さ
れ
る
た
め
、
金
融
機
関

の
間
に
は
慎
重
な
意
見
も
あ

る
。
部
門
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
場
合
は

東
芝
本
体
は
上
場
廃
止
と
な

る
公
算
が
大
き
い
。

東
芝
は
半
導
体
事
業
に
関

わ
ら
な
い
追
加
損
失
な
ど
の

リ
ス
ク
も
抱
え
る
。
米
テ
キ

サ

ス
州

の
液
化

天
然
ガ

ス

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
供
給
事
業
は
、

今
後
の
事
業
展
開
次
第
で
損

失
引
き
当

て
が
必
要

と
な

る
。
非
連
結
化
し
リ
ス
ク
を

遮
断
し
た
格
好
の
米
原
子
力

大
手
ウ
エ
ス
チ
ン
グ

ハ
ウ
ス

の
原
発
建
設
事
業
で
も
、
米

国
の
住
民
訴
訟
な
ど
な
お
リ

ス
ク
は
残
る
。
安
定
成
長
に

向
け
て
は
毎
月
１
０
０
人
単

位
で
競
合
他
社

へ
の
流
出
が

続
く
人
材
の
つ
な
ぎ
留
め
も

欠
か
せ
な
い
。

東芝再趣で考えられるシナリオと際題

E国際仲裁裁判所の判断次第で売却
差し止め=手続き停止も
・各国の独占禁止法の審査が長引けば2年
連続の年度末債務超過で上場廃止も

・通常1～3年かかるとされる上場準備
の期間

口本体は上場廃止の可能性

口第二者書け当増資なら引き受け手の
確保が必要に      ′

口
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東
芝
の
綱
川
社
長
は
記
者
会
見
で

「
経
営
課
題
の

一
つ

を
解
決
で
き
た
」
と
語

っ
た

（１０
日
、
東
京
都
港
区
）

取
り
し
、
２
４
０
万
件
の
メ

ー
ル
も
調
べ
た
が
、
証
拠
は

な
か

っ
た
。
東
芝
の
幹
部
は

「
損
失
を
知
ら
な
か

っ
た
こ

と
を
示
す

『
悪
魔
の
証
明
』

み
た
い
だ
」
と
嘆
い
た
。

一　
　

　

地
玉
虫
色

７
月
下
旬
、
あ
ら
た
は
「
過

年
度
決
算
の
訂
正
を
し
な
け

一れ
ば
適
正
意
見
は
出

せ
な

い
」
と
東
芝
に
伝
え
、

「
損

失
の
相
当
程
度
か
全
額
が
１６

年
３
月
期
に
計
上
さ
れ
る
べ

き
だ
」
と
の
見
方
を
貫
い
た
。

「
仮
に
投
資
家
か
ら

一
連
の

悪
化
し
た
。
あ
ら
た
は
東
芝

本
社
か
ら
チ
ー
ム
ご
と
全
員

撤
収
し
、
東
芝
側
は
監
査
法

人
を
交
代
す
る
議
論
を
始
め

た
。
だ
が
大
手
で
は
他
に
残

っ
た
監
査
法
人
は
な
く
、
東

芝
の
よ
う
な
大
企
業
を
中
堅

の
監
査
法
人
が
突
然
担
当
す

る
の
に
は
無
理
が
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
両
社
は
歩
み
寄

り
、
中
断
し
て
い
た
１７
年
３

月
期
決
算
の
確
定
作
業
を
本

格
化
。
有
報
の
提
出
期
限
は

８
月
１０
日
に
延
期
し
た
。

最
後
ま
で
攻
防

は
続

い

た
。
１
０
０
人
以
上
を
聞
き

問
題
で
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て

も
、
監
査
法
人
の
責
任
を
果

た
し
た
と
主
張
で
き
る
よ
う

に
す
る
」
。
あ
ら
た
関
係
者

は
周
囲
に
語

っ
た
。

前
任
の
新
日
本
は

「
買
収

時
の
手
続
き
に
問
題
な
い
」

と
し
て
過
年
度
訂
正
に
応
じ

な
い
考
え
を
繰
り
返
し
た
。

新
日
本
は
東
芝
の
会
計
不
祥

事
を
見
抜
け
な
か

っ
た
こ
と

で
金
融
庁
の
行
政
処
分
を
受

け
て
い
た
だ
け
に
、
相
応
の

覚
悟
で
決
算
内
容
を
精
査
し

た
と
い
う
自
負
が
あ

っ
た
。

東
芝
、
新
日
本
、
あ
ら
た

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
意
見

一

を
示
し
、
い
ず
れ
も
明
確
な

間
違
い
は
見
当
た
ら
な
か

っ

た
。

「
限
定
付
き
適
正
」
の

意
見
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
を

立
て
る
た
め
の

「
玉
虫
色
の

結
論
」
と
も
い
ぇ
た
。

金
融
庁
は
監
査
品
質
の
向

上
の
た
め
に
監
査
法
人
を
定

期
的
に
交
代
す
る

「
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
制
度
」
の
導
入
議

論
を
始
め
た
。
監
査
法
人
の

交
代
は
ど
の
会
社
に
も
あ
り

得
る
事
態
。
東
芝
の
監
査
問

題
は
全
て
の
上
場
企
業
に
共

通
す
る
課
題
で
も
あ
る
。

監
査
法
人
に
板
挟
み

東
芝
が
１０
日
提
出
し
た
２
０
１
７
年
３
月
期
の
有
価
証
券
報
告
書
に

一
部
を
除
き
正
し

い
こ
と
を
示
す

「
限
定
付
き
適
正
」
の
監
査
意
見
が
つ
い
た
。
上
場
廃
止
懸
念
は
ひ
と
ま

ず
後
退
し
、
綱
川
智
社
長
は
記
者
会
見
で

「
決
算
が
正
常
化
す
る
」
と
語

っ
た
。
Ｐ
ｗ
Ｃ

あ
ら
た
監
査
法
人
が
東
芝
の
決
算
に

「
待

っ
た
」
を
か
け
て
約
半
年
。
問
題
が
長
引
い
た

の
は
、
新
旧
監
査
法
人
に
挟
ま
れ
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

っ
た
た
め
だ
。

（
１
面
参
照
）

Ｗ
Ｈ
損
失
認
識
時
期

見

解

割

れ

た

ま

ま

■
疑
　
念

発
端
は
１
月
中
旬
。
　
亘

部
経
営
陣
の
不
正
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
」
。
あ
ら
た
に

情
報
が
届
い
た
。
昨
年
末
に

元
子
会
社
の
米
原
発
ウ
エ
ス

チ
ン
グ

ハ
ウ
ス

（
Ｗ
Ｈ
）
で

巨
額
損
失
が
発
覚
し
た
が
、

Ｗ
Ｈ
の
元
経
営
陣
が
損
失
を

抑
え
る
た
め
部
下
に
圧
力
を

か
け
た
疑
い
が
浮
上
し
た
。

「
過
去
に
も
こ
う
し
た
行

為
が
な
か

っ
た
か
」
。
あ
ら

た
は
疑
い
だ
し
、
東
芝
に
調

査
を
要
請
し
た
。
２
月
１４
日

に
予
定
し
て
い
た
１６
年
４
～

‐２
月
期
決
算
の
発
表
は

「
待

一
っ
た
」
が
か
か
り
、
１
カ
月

延
期
に
追
い
込
ま
れ
た
。

調
査
で
は
証
拠
は
見
つ
か

ら
な
か

っ
た
。
だ
が
決
算
発

表
日
の
１
週
間
前
に
な

っ
て

PwCあ らたと新日本監資法人の間で見解が分かれた

17年 3月期以降を監査

16年 3月期以前を監査
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「限
定
適
正
」で
も
見
通
せ
ぬ
東
芝
再
建
の
行
方

債
務
超
過
に
陥
り
経
営
再
建
を
進
め

て
い
る
東
芝
が
１０
日
、
監
査
法
人
か
ら

Ｐ
「
限
定
付
き
適
正
」
の
意
見
を
得
た
２

０
．１
７
年
３
月
期
の
有
価
証
券
報
告
書

を
提
出
し
た
。

提
出
は
６
月
末
が
期
限
だ

っ
た
が
、

監
査
法
人
の
意
見
が
定
ま
ら
な
か

っ
た

だ
が
、
１
カ
月
以
上
も
遅
れ
て
し
ま

っ

た
。

「
限
定
付
き
適
正
」
は

「米
原
発

事
業
の
経
理
処
理
に
不
透
明
感
が
残
る

が
、
そ
れ
以
外
の
決
算
は
正
し
い
」
と

い
う
判
断
を
示
す
。
不
完
全
な
形
と
は

い
え
、
東
芝
の
監
査
を
巡
る
迷
走
に
は

一
応
の
終
止
符
が
打
た
れ
る
。

監
査
法
人
の
意
見
が
、
決
算
の
正
し

さ
を
保
証
し
な
い

「
不
適
正
」
だ

っ
た

り
、
材
料
不
足
で
判
断
で
き
な
い
こ
と

を
示
す

「
意
見
不
表
明
」
だ

っ
た
り
す

れ
ば
、
東
芝
が
上
場
廃
止
に
な
る
可
能

性
が
高
ま
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
そ
う
し

た
事
態
が
か
ろ
う
じ
て
避
け
ら
れ
た
こ

と
で
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
投
資
家
も

多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
東
芝
の
再
建
に
は
ま
だ
高

い
ハ
ー
ド
ル
が
残

っ
て
お
り
、
経
営
の

先
行
き
は
見
通
し
に
く
い
。

ま
ず
、
東
芝
は
東
京
証
券
取
引
所
の

審
査
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。
東

証
は
内
部
管
理
体
制

の
不
備
を
理
由

に
、
東
芝
を
上
場
廃
止
の
可
能
性
が
あ

る
特
設
注
意
市
場
銘
柄
に
指
定
し
て
い

る
。
注
意
銘
柄

へ
の
指
定
解
除
の
判
断

は
提
出
さ
れ
た
前
期
の
有
価
証
券
報
告

書
な
ど
が
も
と
に
な
る
。

「
限
定
付
き

適
正
」
の
意
見
は
解
除

へ
の
有
力
な
参

考
情
報
に
は
な

っ
て
も
、
必
ず
し
も
決

め
手
に
は
な
ら
な
い
。

投
資
家
保
護
の
視
点
か
ら
、
東
証
の

判
断
は
重
要
だ
。
今
後
は
不
透
明
な
巨

額
損
失
が
突
如
発
生
す
る
よ
う
な
こ
と

が
な
い
か
ど
う
か
、
と
い

っ
た
点
か
ら

の
見
き
わ
め
が
要
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
東
芝
自
身
が
経

営
の
立
て
直
し
を
軌
道
に
乗
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
監
査
問
題
が
収
束
に
向

か
う
こ
と
で
、
経
営
陣
に
は
再
建
策
を

′

見
直
す
余
裕
も
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

現
在
の
再
建
策
の
軸
は
、
政
府
系
フ

監
査
改
革
、投
資
家
の
立
場
で

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
監

・査
改
革
は
大
企
業
の
会
計
不

祥
事
を
き

っ
か
け
に
進
む
。

・オ
リ
ン
パ
ス
事
件
な
ど
を
経

一た
日
本
で
も
、
い
く
つ
か
の

一改
革
メ
ニ
ュ
ー
が
動
き
始
め

て
い
る
。

一　
今
年
３
月
に
は

「
監
査
法

人
の
行
動
規
範

（ガ
バ
ナ
ン

ス

・
コ
ー
ド
）
」
が
策
定
さ

れ
、
監
査
の
過
程
で
浮
上
し

た
リ
ス
ク
を
記
述
す
る

「
長

文
監
査
報
告
書
」
の
検
討
も

始
ま

っ
た
。
欧
州
の
よ
う
な

「
監
査
法
人
の
交
代
制
」
を

支
持
す
る
声
も
あ
る
。

一
連
の
改
革
に
通
底
す
る

の
は
、
ム
ラ
社
会
に
も
た
と

え
ら
れ
る
閉
鎖
的
な
監
査
法

人
の
世
界
に
、
外
部
の
視
点

を
入
れ
る
と
い
う
発
想
だ
。

今
回
の
東
芝
の
監
査
を
巡
る

迷
走
劇
も
そ
う
し
た
改
革
の

重
要
性
を
示
す
。

東
芝
の
米
原
発
事
業
に
関

す
る
損
失
認
識
の
時
期
を
巡

り
、
新
日
本
と
Ｐ
ｗ
Ｃ
あ
ら

た
の
両
監
査
法
人
の
間
で
さ

や
当

て
が
く
り
広
げ

ら
れ

た
。
米
Ｐ
ｗ
Ｃ
と
日
本
の
あ

ら
た
の
意
見
調
整
も
必
ず
し

も
円
滑
で
は
な
か

っ
た
、
と

の
指
摘
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

事
業
の
収
益
性
評
価
に
関
す

る
技
術
的
な
こ
と
が
焦
点
と

な
り
、
東
芝
の
株
式
や
社
債

を
保
有
す
る

一
般
投
資
家
の

理
解
を
超
え
て
い
た
。

会
計
の
世
界
で

「
ユ
ー
ザ

ー
」
（利
用
者
）
と
い
え
ば
、

財
務
諸
表
の
情
報
に
基
づ
い

て
有
価
証
券
を
売
買
す
る
投

資
家
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

東
芝
の
監
査
問
題
は
、
利
用

者
を
置
い
て
き
ば
り
に
し
た

監
査
業
界
の
内
輪
の
争
い
の

感
が
否
め
な
い
。

ジ

ェ
イ
コ
ブ

。
ソ
ー
ル
南

カ
リ
フ
ォ
ル
エ
ア
大
学
教
授

は
著
書

「
帳
簿
の
世
界
史
」

で
、
世
界
的
に
監
査
に
携
わ

る
会
計
士
が
専
門
的
に
な
り

す
ぎ
、　
一
般
か
ら
隔
絶
さ
れ

た
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
現

状
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
財

務
諸
表
の
利
用
者
の
立
場
に

立

っ
た
改
革
は
各
国
市
場
関

係
者
の
大
き
な
課
題
だ
。

監
査
法
人
は
寡
占
の
弊
害

が
懸
念
さ
れ
る
ほ
ど
、
グ

ロ

ー
バ
ル
な
再
編
が
進
ん
で
い

る
。
競
争
を
通
じ
た
監
査
の

質
向
上
を
促
す
の
が
難
し
く

な
り
、　
一
国
だ
け
の
旗
振
り

で
改
革
が
進
み
に
く
い
状
況

に
な

っ
て
き
た
。
世
界
で
足

並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。

日
本
は
今
年
４
月
、
各
国

の
監
査
法
人
の
監
督
当
局
で

つ
く
る

「
監
査
監
督
機
関
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
Ｉ
Ｆ
Ｉ

Ａ
Ｒ
）
の
常
設
事
務
局
を
東

京
に
誘
致
し
た
。
日
本
は
世

界
の
監
査
改
革
の
議
論
を
主

導
す
べ
き
立
場
だ
。

日
本
を
代
表
す
る
大
企
業

で
あ
る
東
芝

の
監
査
問
題

に
、
海
外
投
資
家
も
強
い
関

心
を
寄
せ
る
。
欧
米
年
金
が

集
ま
る
場
で

「
東
芝
は
ど
う

な
る
の
か
」
と
話
題
に
な
る

こ
と
が
増
え
た
。

日
本
の
市
場
関
係
者
が
東

芝
問
題
か
ら
ど
ん
な
教
訓
を

引
き
出
し
、
い
か
な
る
政
草

を
打
ち
出
す
か
。
世
界
が
見

て
い
る
。

（編
集
委
員
　
小
平
龍
四
郎
）

ァ
ン
ド
の
産
業
革
新
機
構
な
ど

へ
の
半

導
体
メ
モ
リ
ー
事
業
の
売
却
だ
。
売
却

資
金
で
１８
年
３
月
期
末
ま
で
に
債
務
超

過
を
解
消
し
な
け
れ
ば
上
場
廃
止
と
な

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
長
年
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
米
ウ
エ
ス
タ
ン
デ
ジ
タ

ル
と
対
立
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
交

渉
の
進
捗
は
鈍
い
。

東
芝
の
綱
川
智
社
長
は
１０
日
の
記
者

会
見
で
、
革
新
機
構
以
外
の
グ
ル
ー
プ

と
の
メ
モ
リ
ー
事
業
の
売
却
交
渉
に
つ

い
て
も
言
及
し
た
。
東
芝
本
体
の
直
接

支
援
に
関
心
を
示
す
資
本
の
出
し
手
を

探
し
直
す
な
ど
、
事
業
売
却
に
替
わ
る

新
し
い
方
策
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

稲
田
氏
不
在
で
は
解
明
で
き
な
い

せ

っ
か
く
国
会
で
審
議
を
し
て
も
、

こ
れ
で
は
意
味
が
な
い
。
衆
参
両
院
が

１０
回
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
連
平
和
維
持
活

動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
の
日
報
問
題
に
関
す
る

閉
会
中
審
査
を
開
い
た
。
だ
が
与
党
が

稲
田
朋
美
元
防
衛
相
ら
の
出
席
を
拒
ん

だ
た
め
、
組
織
的
な
隠
蔽
を
巡
る
真
相

解
明
に
は
程
遠
い
質
疑
と
な

っ
た
。

小
野
寺
五
典
防
衛
相
は
冒
頭
、
情
報

公
開
の
請
求
が
あ

っ
た
日
報
を
陸
上
自

衛
隊
が
隠
蔽
し
、
防
衛
省

。
自
衛
隊
の

幹
部
も
対
応
を
是
正
で
き
な
か

っ
た
事

実
を
説
明
し
た
。
同
時
に

「
極
め
て
重

大
で
深
刻
な
も
の
だ
。
国
民
に
本
当
に

申
し
訳
な
い
」
と
謝
罪
し
た
。

一
方
で
具
体
的
な
隠
蔽
の
経
緯
に
関
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決
算
の
監
査
を
巡

っ
て
の

上
場
廃
止
懸
念
は
ひ
と
ま
ず

後
退
し
た
東
芝
。
綱
川
智
社

長
は
１０
日
の
記
者
会
見
で
、

「
決
算
は
正
常
化
し
、
経
営

課
題

の
ひ
と

つ
が
解
決

し

た
」
と
強
調
し
た
。
だ
が
半

導
体
メ
モ
リ
ー
事
業
の
売
却

交
渉
や
液
化
天
然
ガ
ス

（
Ｌ

Ｎ
Ｇ
）
事
業
な
ど
経
営
課
題

は
な
お
残
る
。
記
者
会
見
の

主
な
や
り
取
り
は
次

の
通

り
。

（
１
面
参
照
）

―
―
監
査
法
人
は
内
部
統

制
に
つ
い
て
不
適
正
だ
と
判

断
し
て
い
る
。

綱
川
氏

「
不
備
が
あ

っ
た

の
は
米
原
発
会
社
ウ
エ
ス
チ

ン
グ

ハ
ウ
ス

（
Ｗ
Ｈ
）
の
会

計
だ
。
損
失
の
計
上
時
期
に

つ
い
て
の

一
点
の
み
で
、
Ｗ

Ｈ
が
連
結
か
ら
は
ず
れ
た
こ

と
で
不
備
が
指
摘
さ
れ
た
と

こ
ろ
も
な
く
な

っ
た
。
内
部

体
制
を
強
化
し
て
お
り
、
不

備
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」

―
―

「
限
定
付
き
適
正
」

と
い
う
形
で
手
打
ち
し
た
と

い
う
印
象
が
あ
る
。

平
国
政
善
最
高
財
務
責
任

者

（
Ｃ
Ｆ
Ｏ
）

「
手
打
ち
と

い
う
こ
と
は

一
切
な
い
。
（米

原
子
力
事
業
の
損
失
で
）
米

国
基
準
の
取
り
扱
い
が
Ｐ
ｗ

Ｃ
あ
ら
た
と
東
芝
で
意
見
の

相
違
も
あ

っ
た
た
め
、
限
定

と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他
の

部
分
は
適
正
意
見
を
も
ら

っ

て
い
る
。
Ｐ
ｗ
Ｃ
あ
ら
た
と

会
計
を
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
て
い
く
と
い
う
の
は
今

後
も
変
わ
ら
な
い
」

―
―
半
導
体
メ
モ
リ
ー
事

業
の
売
却
が
遅
れ
て
い
る
。

綱
川
氏

「提
携
先
の
米
ウ

エ
ス
タ
ン
デ
ジ
タ
ル
ト（Ｗ
Ｄ
）

の
訴
訟
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。

（
四
日
市
工
場
で
単

独
投
資
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
）
Ｗ
Ｄ
と
投
資
計
画
に
関

す
る
意
見
が
合
え
ば
、　
一
緒

に
投
資
し
て
い
く
こ
と
は
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
」

―
―
‐８
年
３
月
期
ま
で
に

売
却
完
了
で
き
る
の
か
。

綱
川
氏

「
独
禁
法
の
審
査

な
ど
を
考
慮
す
る
と
決
し
て

容
易
で
は
な
い
。
た
だ
１８
年

３
月
期
ま
で
に
決
め
る
こ
と

は
可
能
な
の
で
そ
れ
に
向
か

っ
て
最
善
を

つ
く
し
て

い

る
。
間
に
合
わ
な
か

っ
た
ら

ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
決
め

て
い
る
こ
と
は
な
い
」

―
―
売
却
難
航
で
新
規
株

式
公
開
も
あ
る
の
か
。

綱
川
氏

「
一
般
的
に
選
択

肢
と
し
て
は
あ
る
が
、
現
時

点

で
決
ま

っ
た

こ
と
は
な

い
」

―
―

（優
先
交
渉
す
る
）

日
米
韓
連
合
以
外
の
売
却
先

に
つ
い
て
具
体
的
に
は
。

綱
川
氏

「
Ｗ
Ｄ
と
和
解
し

て
や

っ
て
い
く
ほ
か
、
台
湾

・
潟
海

（ホ
ン
ハ
イ
）
精
密

工
業
な
ど

の
チ

ー
ム
も
あ

る
。
そ
れ
以
上
の
詳
細
に
つ

い
て
は
控
え
る
」

―
―
利
益
の
大
部
分
は
半

導
体
が
稼
い
で
い
る
。
改
め

て
な
ぜ
売
る
の
か
。

綱
川
氏

「
財
務
的
な
と
こ

ろ
に
関
係
し
て
い
る
。
売

っ

た
後
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
半
導
体
以
外
の

電
子
部
品
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
サ

ー
ビ
ス
を
強
化
し
て
成
長
し

て
い
き
た
い
」

―
―
半
導
体
を
売
却
し
て

ま
で
上
場
廃
止
を
阻
止
す
る

理
由
は
。

綱
川
氏

「
株
主
や
投
資
家

に
迷
惑
を
か
け
な
い
の
が
基

本
だ
。
上
場
廃
上
に
な

っ
た

と
き
の
市
場
の
混
乱
も
考
慮

し
て
い
る
。
半
導
体
は
需
要

が
大
き
い
が
、
変
化
が
激
し

い
市
場
な
の
で
こ
れ
が
長
く

続
く
か
は
わ
か
ら
な
い
」

―
―
今
後
、
国
内
外
で
大

き
な
損
失
を
計
上
す
る
リ
ス

ク
は
あ
る
の
か
。

綱
川
氏

「
（米
フ
リ
ー
ポ

ー
ト
で
契
約
し
た
）
Ｌ
Ｎ
Ｇ

の
供
給
事
業
が
リ
ス
ク
だ
。

全
く
売
れ
な
い
場
合
に
１
兆

円
を
見
積
も

っ
て
い
る
が
、

販
売
先
で
決
ま

っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
る
。
契
約
に
向
け

て
営
業
活
動
を
す
す
め
て
い

る
」

有価証券報告書を提出

綱
川
社
長
「決
算
は
正
常
化
」

LNG供 給事業もリスク

(10日、東京都港 区)

記者会見する東芝の綱川社長

東
芝
、営
業
益
を
上
方
修
正

△島
車喜
品
億
円
半
導
体
が
好
調

年錬痩雅伽帥俗餞細植蕊一い師帥的和吻勢力拠亮知一競向此貯磁撃布漁賦功９２ ０
年
３
月
期
に
記
録
し
た
最

高
益

（
３
１
５
９
億
円
）
を

更
新
す
る
。
フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ
ー
の
好
調
が
け
ん
引
す

る
。
た
だ
同
製
品
が
属
す
る

半
導
体
メ
モ
リ
ー
事
業
の
売

却
は
業
績
予
想
の
前
提
に
し

て
い
な
い
。

通
期
の
売
上
高
は
２
％
増

の
４
兆
９
７
０
０
億
円
に
な

る
見
通
し
。
フ
ラ

ッ
シ

ュ
メ

モ
リ
ー
が
稼
ぐ
利
益
は
約
３

７
０
０
億
円
と
、
連
結
全
体

の
８６
％
に
達
す
る
。
事
業
再

編
や
固
定
費
削
減
な
ど
構
造

改
革
で
利
益
が
出
や
す
い
体

質
に
な

っ
て
き
た
。
最
終
損

益
は
２
３
０
０
億
円
の
黒
字

（前
期
は
９
６
５
６
億
円
の

赤
字
）
に
転
じ
る
。

メ
モ
リ
ー
事
業
を
売
却
し

な
い
前
提
で
、
１８
年
３
月
期

末
は
４
１
０
０
億
円
の
債
務

超
過
に
な
る
と
予
想
し
て
い

る
。
前
期
末
は
５
５
２
９
億

円
の
債
務
超
過
だ

っ
た
。
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東
芝
株
に
群
が
る
海
外
勢

ョ  八 延 新  蔚

東芝株は8月 の2部降格後も底堅い
経
営
再
建
中
の
東
芝
株
に
海
外
の
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
が
群
が

っ
て
い
る
。
東
証
２
部

へ
の
降
格
で
姿
を

消
し
た
既
存
の
株
主
に
代
わ
り
、
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
の
が
こ
れ
ま
で
縁
の
な
か

っ
た
海
外
フ
ァ
ン

ド
だ
。
１０
日
は
監
査
法
人
か
ら

「
限
定
付
き
適
正
」
意
見
を
受
け
取
り
、
目
先
の
上
場
廃
止
の
危
機
を
ひ

と
ま
ず
回
避
し
た
が
、
半
導
体
メ
モ
リ
ー
の
売
却
交
渉
な
ど
な
お
吉
難
が
続
く
。
嗅
覚
鋭
い
フ
ァ
ン
ド
勢

は
ど
ん
な
勝
機
を
見
い
だ
し
て
い
る
の
か
。

ファンド、長期戦も視野

１０
日
の
東
芝
株
は
４
口
続
伸

し
、
こ
の
間
の
上
昇
率
は
１４
％

に
達
し
た
。
起
点
は
７
日
だ
。

大
量
保
有
報
告
書
で
米
キ
ン
グ

・
ス
ト
リ
ー
ト

・
キ
ャ
ピ
タ
ル

・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
東
芝
の

発
行
済
み
株
式
の
５

。
８
％
を

保
有
し
て
い
る
と
判
明
し
た
。

６
～
７
月
の
２‐
営
業
国
に
わ

た
り
、
東
芝
株
を
市
場
内
で
ひ

そ
か
に
買
い
集
め
た
。
取
得
金

額
は
合
計
で
６
５
０
億
円
近
く

に
及
ぶ
。
こ
れ
が
株
高
の
思
惑

を
誘

っ
て
個
人

マ
ネ
ー
を
呼
び

込
ん
だ
６
′

□
　
　
　
□

ウ
ォ
ー
ル
街
で
は
知
る
人
ぞ

知
る
存
在
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
本
拠
に
１
９
０
億

′レ
ド

（約
２

兆
１
０
０
０
億
円
）
を
運
用
す

る
巨
大
フ
ァ
ン
ド
。
秘
密
主
義

で
知
ら
れ
、
同
フ
ァ
ン
ド
に
近

い
関
係
者
は

「
日
本
で
も
徹
底

し
て
表
舞
台
に
出
な
い
方
針
」

と
明
か
す
。

キ
ン
グ

・
ス
ト
リ
ー
ト
の
登

場
は
東
芝
株

の

「
質
的
な
変

化
」
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
同

フ
ァ
ン
ド
は
財
務
内
容
が
悪
化

し
た
企
業

に
集
中
投
資
す
る

「
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
」
戦
略
の
専

門
家
だ
か
ら
だ
。
２
０
０
８
年

に
経
営
破
綻
し
た
米
投
資
銀
行

リ
ー
マ
ン

・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
債

券
に
投
資
し
た
実
績
も
あ
る
。

こ
う
し
た

フ
ァ
ン
ド
は
通

常
、
短
期
で
売
り
抜
け
る
手
法

は
取
ら
な
い
。
極
端
に
割
安
に

な

っ
た
企
業
の
株
式
や
債
券
に

触
手
を
伸
ば
し
、
長
期
戦
で
値

上
が
り
益
を
狙
う

こ
と
が
多

い
。
東
芝
株
の
時
価
総
額
は
１

兆
２
０
０
０
億
円
強
。
法
的
整

理
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
半

導
体
メ
モ
リ
ー
が
２
兆
円
規
模

で
売
却
で
き
れ
ば
、
債
務
超
過

を
考
慮
し
て
も
今
の
株
価
は
割

安
と
い
う
判
断
が
あ
る
。

東
芝
は
１８
年
３
月
末
ま
で
に

半
導
体
メ
モ
リ
ー
の
売
却
を
終

え
な
け
れ
ば
上
場
廃
止
に
な
る

が
、
情
勢
は
厳
し
い
。
１０
日
の

会
見
で
東
芝
の
綱
川
智
社
長
は

「
独
禁
法
の
審
査
な
ど
を
考
慮

す
る
と
売
却
は
容

易
で
は
な

い
」
と
述
べ
た
。

あ
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
首
脳
は

「
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
フ
ァ
ン
ド

で
あ
れ
ば
上
場
廃
止
シ
ナ
リ
オ

も
織
り
込
ん
で
い
る
は
ず
だ
」

と
指
摘
す
る
。
東
芝
は
上
場
維

持

に
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
、

「
メ
モ
リ
ー
事
業
の
第
二
者

へ

の
譲
渡
で
も
上
場
で
も
、
十
分

な
売
却
益
を
得
ら
れ
る
可
能
性

が
あ
る
」

（同
）
。
フ
プ
ン
ド

に
と

っ
て
も
、
東
芝
の
そ
の
後

の
再
上
場
な
ど
を
通
じ
て
投
資

収
益
を
得
ら
れ
る
。

□
　
　
　
□

別
の
米
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
日

本
代
表
は

「
海
外
の
フ
ァ
ン
ド

勢
は
東
芝
を

『
大
き
す
ぎ
て
つ

ぶ
せ
な
い
』
と
み
て
い
る
」
と

証
言
す
る
！。
巨
大
な
企
業
体
で

あ
る
東
芝
を
経
産
省
や
銀
行
は

支
え
続
け
る
。
だ
か
ら
法
的
整

理
と
い
う
最
悪
の
リ
ス
ク
は
排

除
で
き
る
と
い
う
見
立
て
だ
。

今
後
、
フ
ァ
ン
ド
勢
が
株
主
利

益
の
最
大
化
の
た
め
に
東
芝
の

経
営

へ
の
介
入
を
増
や
す
の
で

は
と
い
う
読
み
筋
も
あ
る
。

か
つ
て
の
名
門
企
業
、
東
芝

は
再
建
が
ど
こ
に
向
か
う
に
せ

よ
、

「
フ
ァ
ン
ド
と
の
相
克
」

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
宿
命
を
背

負
い
込
ん
だ
。
　

（川
上
穣
）

:千十1景
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東芝株を保有す るヘ ッジフ ァン ド

フアン ド名 投 資 の
判明時期

有
率
保
比 特 徴

エフ イッシ

モ ・キャピ

タル ・マネ
ージメン ト

3月 23日 9.84°/。

日本株 に集

中投資。川

崎汽などを

保有

グ リー ンラ

イ ト・キ ャ

ピタル

7月 14日 非開示

物 言 う 株

主。米 ア ッ

プルや CM

に投資

キ ング ・ス

トリー ト・

キ ヤピタル
・マネ ージ

メ ン ト

8月 7日 5.81%

財務 内容の

悪 い企業 に

投資。エネ

ルギ ー企業

にBtttヽ


